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事
業
の
概
況

MUFGグループは、平成20年9月末時点で40ヵ国以上459拠点に上る邦銀随一の海

















18

三
菱
U
F
J
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ

中
間
連
結
財
務
諸
表

2. 中間連結損益計算書

（単位：百万円）

平成19年中間期 平成20年中間期
平成19年4月 1 日から 平成20年4月 1 日から（平成19年9月30日まで）（平成20年9月30日まで）
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中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更（平成20年中間期）

(マスターネッティング契約に基づくデリバティブ取引相殺表示)
従来、同一相手先とのデリバティブ取引の時価評価による金融資産と金融負債について
は、法的に有効なマスターネッティング契約を有する場合には、その適用範囲で相殺し表
示しておりましたが、当中間連結会計期間より、これらの金融資産及び負債を総額で表示
する方法に変更しております。
これは、デリバティブ取引に係る担保金が増加基調にあることに鑑み、信用リスクを適
切に表示する観点から検討した結果、デリバティブ取引の時価評価による金融資産・負債
のみを相殺表示する合理性が薄れており、原則通り総額で表示することがより適切との判
断に至ったものであります。
この変更により、従来の表示方法によった場合と比較して、中間連結貸借対照表につい
ては、「、そきº渉斥9が増はョ-ネ端Ｊ産ｸ忌∪ 「 ｸ 期 ョ
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3. 海外経常収益 （単位：百万円）

平成19年中間期 平成20年中間期

I 海外経常収益 916,149 865,956
II 連結経常収益 3,250,225 2,925,113
III 海外経常収益の連結経常収益に占める割合 28.1% 29.6%
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4. 中間連結キャッシュ・フロー計算書
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(6)貸倒引当金の計上基準
当行及び国内連結子会社の貸倒引当金は、予め定めている資産の自己査定基準及
び償却・引当及
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（単位：百万円）
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項（平成20年中間期）
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（単位：億円）
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5. 役務取引等利益の内訳

（単位：億円）

平成19年中間期 平成20年中間期

国内業務部門 役務取引等収益 2,017 1,887
うち預金・貸出業務 426 393

為替業務 648 635
証券関連業務 166 183

役務取引等費用 531 558
うち為替業務 124 133

役務取引等利益 1,485 1,329

国際業務部門 役務取引等収益 591 699
うち預金・貸出業務 151 265

為替業務 247 245
証券関連業務 0 0

役務取引等費用 108 101
うち為替業務 49 48

役務取引等利益 482 598

合計 1,968 1,927
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(1) 預金種類別期末残高 （単位：億円）

平成19年中間期末 平成20年中間期末

国内業務部門
流動性預金 548,351 534,540
定期性預金 295,715 312,023
その他の預金 6,078 12,911
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4. 中間連結キャッシュ・フロー計算書
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2. 中間損益計算書
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デリバティブ取引関係

(5) 商品関連取引（平成19年中間期末、平成20年中間期末）

該当ありません。

(3) 株式関連取引（平成19年中間期末、平成20年中間期末）

該当ありません。

取引の時価等に関する事項
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(9) 元本補てん契約のある信託における金融再生法基準による債権額 （単位：億円）

平成19年中間期末 平成20年中間期末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 1 1
危険債権 1 0
要管理債権 6 9

計 9 11

正常債権 1,600 1,440

合計 1,609 1,452

開示債権比率 0.58% 0.80%

（注）貸出金等の各勘定について債務者の財政状態及び経営成績等を基礎として次のとおり区分し、開示しています。
1.「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
2.「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。
3.「要管理債権」とは、3カ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権です。
4.「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、上記1.から3.までに掲げる債権以外のものに区分される債権です。
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（単位：億円）

平成19年中間期末 平成20年中間期末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 117 131
危険債権 709 340
要管理債権
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(2) 預金種類別平

環���







122

三





124

三
菱
U
F
J
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
連
結
）



125

三
菱
U
F
J
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
連
結
）

125

信用リスクに対する所要自己資本の額 （単位：億円）

平成19年中間期末 平成20年中間期末

信用リスクに対する所要自己資本の額（内部格付手法が適
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（単位：億円）

平成20年中間期末 平成20年中間期

原資産の期末残高（注1） 3カ月以上延滞またはデフォルトした
原資産のエクスポージャーの累計額

当期末に保有する証券化 証券化エクスポージャーを 当期末に保有する証券化 証券化エクスポージャーを 当期の原資産の損失額（注4）

エクスポージャーに 保有しない当期の証券化取引に エクスポージャーに 保有しない当期の証券化取引に
関連する原資産 関連する原資産（注2） 関連する原資産 関連する原資産（注3）
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内部格付手法適用エクスポージャー：金融機関等向けエクスポージャー （単位：億円）

平成19年中間期末

EAD
PD加重平均値 LGD加重平均値 RW加重平均値

格付区分 オンバランスEAD オフバランスEAD

債務者格付1～3 159,038 123,795 35,242 0.07% 45.00% 17.65%
債務者格付4～9 27,571 7,801 19,769 0.36% 45.53% 56.73%
債務者格付10～11 408 224 183











153

三
菱
東
京
U
F
J
銀
行

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
連
結
）

（単位：億円）

平成19年中間期 平成20年中間期
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（証券化エクスポージャーに関する経過措置を適用して算出される信用リスク・アセットの額） （単位：億円）

平成19年中間期末 平成20年中間期末

オリジネーター分 ー 236
投資家分 122 86

合計 122 323

（注）自己資本比率告示附則第15条に規定された経過措置を適用して算出される信用リスク・アセットの額を記載しています。具体的には、適用除外として標準的手法を適用したエクスポージャー
の中に証券化エクスポージャーが含まれる場合で、自己資本比率告示の附則で定められた旧告示を適用した場合の信用リスク･アセットの額と原資産を保有した場合の信用リスク･アセットの額
のうちいずれか大きいほうを上限とする経過措置を適用して計算された信用リスク･アセットの額となっています。

（【位：億円）

平 成 2 0 年 中 間 期 末



マーケット・リスク
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（単位：億円）

平成19年中間期 平成20年中間期

当期に証券化を行った 証券化取引に伴い当期中に 当期に証券化を行った 証券化取引に伴い当期中に
原資産の累計額 認識した売却損益の額 原資産の累計額 認識した売却損益の額

資産譲渡型証券化取引 1,395 41 387 △1
うち住閤 え也証券仮 1,395 41 387 △1

蕉賑え登仮 1,△8
J
銀△∵ 1,

�� Ú �� � �  ��æ•‰�
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マーケット・リスク

期末のバリュー・アット・リスクの値並びに開示期間におけるバリュー・アット・リスクの最高、平均および最低の値
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信用リスク・アセットのみなし計算

信用リスク・アセットのみなし計算が適用されるエクスポージャーの額 （単位：億円）

平成19年中間期末 平成20年中間期末

みなし計算が適用されるエクスポージャー む明ブほみ擾合ー〔琶〔爆ン26

る 運 適 劉 酎 ó ポ 基 準 む 明 ブ ほ み 擾 合 仝 慰 〔八ン26

欣 算 琶
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貸出金償却の額
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銀行勘定の出資等または株式等エクスポージャー









197

三
菱
U
F
J
信
託
銀
行

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
単
体
）

オペレーショナル・リスクに対する所要自己資本の額 （単位：億円）

平成19年中間期末 平成20年中間期末

粗利益配分手法 712 662

合計 712 662
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■

証券化エクスポージャー

原資産に関連する情報 （単位：億円）

平成19年中間期末 平成19年中間期

原資産の期末残高
3カ月以上延滞またはデフォルトした
原資産のエクスポージャーの累計額
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4. 要約中間連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

平成19年中間期 平成20年中間期
平成19年4月 1 日から 平成20年4月 1 日から（平成19年9
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4. 要約中間連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

平成19年中間期 平成20年中間期
平成19年4月 1 日から 平成20年4月 1 日から（平成19年9月30日まで）（平成20年9月30日まで）

営業活動によるキャッシュ・フロー △63,135 △1,372
投資活動によるキャッシュ・フロー △4,999 △19,093
財務活動によるキャッシュ・フロー 204,546 △6,629
現金及び現金同等物に係る換算差額 △36 3
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 136,374 △27,090
現金及び現金同等物の期首残高 68,400 93,249
連結の範囲の変更に伴う現金及び現金
同等物の増減額（△は減少） 787 ー
合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 5,076 ー
現金及び現金同等物の中間期末残高 210,638 66,158

3. 要約中間連結株主資本等変動計算書

（単位：百万円）

平成19年中間期 平成20年中間期

（

�¢ � q � Ú
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開
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一
覧
（
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ー
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ル
Ⅱ
関
連
）

三菱東京UFJ銀行 三菱UFJ信託銀行

ホ オペレーショナル・リスクに対する所要自己資本の額及びこのうち銀行が使用する次に掲げる手法ごと
の額
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三菱東京UFJ銀行 三菱UFJ信託銀行
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三菱UFJフィナンシャル・グループ
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